
　　　　　　                   　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年6月25日
  　環境・エネルギー教育研究委員会の開催について(ご案内)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学教助教授　川村　康文

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
   日頃はお世話になりましてありがとうございます。 
このたびは、ご多忙のところ委員をお引き受けいただきまして誠にありがとうございます。つきましては、下記により第一回の会議のご案内を申しあげますのでよろしくお願いいたします。
                              　  　 記
１　目的　別紙の通り
２　日時　平成17年6月25日(土) 13:30-15:00
３　場所　京都教育大学附属高校　会議室  Tel　075-641-9195
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４　議題　研究内容の説明、分担等
(別紙)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年6月25日
　　　　環境・エネルギー教育研究会について　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　　　  　　　　　　　　　　　信州大学助教授 　川村　康文

１.  目的
  本研究はエネルギーに関する企業と関係学会の集まりである（社）科学技術と社会の会による「環境・エネルギー教育に関する基礎調査」の一部として行われるものである。
研究のねらいは、環境・エネルギー教育の課題はどこにあり、今後どうあるべきか、どう実現すべきかについて諸外国の状況も視野に入れて調査研究することである。
  川村グループの研究内容の分担は、下記のとおりである。

国内及び海外のエネルギー教育に関する教材の分析（教科書に関しては、専門のＷＧがあるので除外する）を行う。教材としては、副読本,カリキュラムやプログラムのセット、実験キット等、幅広くとらえる。
外国に関しては、アメリカ、ドイツ、フランス、イギリス、スウェーデン、フィンランド、などが対象である（すべての国を取り上げなくてもよい）。
１２月までに、報告書の作成を行う。
２.　川村グループ研究委員
　　栗原　久　　　信州大学教育学部助教授（社会科教育）　hkuri@gipnc.shinshu-u.ac.jp
　　斉藤　正治　　京都教育大学附属高校副校長（理科教育）　msaito@kyokyo-u.ac.jp
　　岡村　富博　　長野市立桜ヶ丘中学校教諭（理科教育）　okamuray@jh.nagano-ngn.ed.jp
　　松林　昭　　　光華小学校教諭（理科教育）　akira@mail.koka.ac.jp
３　調査内容と分担
　
４.　活動計画
　　本年６月から12月までの間に５～６回程度会議を開催し報告書を作成する。

